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　本研究は，質問票（アンケート用紙）を使用したサーベイによる実証研究であるが、2002年度は
理論構築、モデル構築、仮説構築を中心に研究を行った。この研究の基礎となるプロポーザル的
論文を執筆し、昨年（2002年7月）ソウルで開催されたICA（Intemational　Communication　Association
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第52回年次大会）で研究発表した。そこで受けたコメントを参考にし、加筆・訂正して2003年3
月刊行の社会科学研究所欧文紀要に掲載した。したがって、その論文が本研究の中間報告（理論
構築から仮説構築までの部分）とも言える。そこで、その論文の簡単な概要を以下にまとめるこ
とで、本研究の研究実施状況報告としたい。
　この論文は、組織コミュニケーションの分野における新しい研究テーマの提唱でもあり、組織
公正理論と対人コミュニケーション理論の統合によって人の動機づけプロセスを解明しようとす
る斬新な提案を行っている。組織公正感と動機づけの関係が対人コミュニケーションによって媒
介されると仮定し、両概念を連結させるモデルを提唱した。第一に、組織（不）公正感への文化
的価値観の影響を明らかにするために分配的公正理論を発展させ、それを説明するための新しい
モデルを構築した。その新しいモデルは、組織的公正に対する組織メンバーの8つの異なる心理
状況を提示した。第二に、1個人的特質（本研究では文化的価値観）と異なる種類の欲求の動機づ
けプロセスへの影響を考察した。第三に、相互作用的公正理論の観点から、異なる文化的背景を
有する組織メンバ・一一・を動機づけるための2つの異文化間対人コミュニケーション戦略を提示した。
相互作用的公正理論に基づく研究は、意見表明、正当化、説明、適切な通知といったような対人
コミュニケーションが人の不公正感を回避したり、緩和するのに重要な役割を果たすことを明ら
かにしてきた。本研究ではこの種の対人コミュニケー一一・ションを「支援的コミュニケーション戦略」
と名づけている。しかし、個人の（不）公正感という心理状態を動機づけに転換させるにはより
積極的なコミュニケーションが必要と考えられる。この対人コミュニケーションを「説得コミュ
ニケーション戦略」と本研究では名づけた。5つの説得コミュニケーション戦略を提唱し、それ
らを分配的公正理論の新モデルに適用することで分配的公正理論と手続き的公正理論を統合する
とともに、人の動機づけプロセスを解明している。
　実は、2004年度に予定していたアンケート調査は少し早まり、既に行われデータ収集は完了し
ている。2004年度は論文完成に集中したい。
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